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館山ロータリークラブ 水嶋陽子様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。冷たい雨も上がったようで

良かったなと思っております。今年も早いもので

今週を含めてあと 3週間となりました。来週の木

曜日、22 日はもう冬至ということです。冬らし

い寒さとなって参りました。新年に向けての年末

の後始末は進んでいますでしょうか。私の会社で

は毎年年末にお客様にカレンダーを届けさせてい
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 例会プログラム 

〇点   鐘         鈴木 英人会長 

〇ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ         「奉仕の理想」斉唱 

〇会長挨拶          鈴木 英人会長 

〇幹事報告          大久保要治副幹事 

〇委員会報告 

〇卓   話    国際ロータリー第 2790 地区 

         ガバナーノミニー 寒郡茂樹様 

〇ニコニコ報告   

〇出席状況報告  

〇点   鐘         鈴木 英人会長  

 

本日のお客様 

ビジター訪問 

会長挨拶  ・・・鈴木 英人会長 



2 

 

ただくのですが、私の机にはまだ束になっている

カレンダーが溜まっていて一向に減る気配がなく

焦る気持ちでいっぱいです。 

先週はクラブ年次総会が開かれ、無事に菱木次

年度会長体制の理事が決まりました。おめでとう

ございます。近年のコロナ禍をきっかけに新しい

生活様式の対応や必要性の変化に問題は多くある

かと思いますがまずは出席率のアップを一つの課

題としてクリアして次年度に引き継ぎたいと思い

ます。本日は熱田幹事がお休みですので大久保副

幹事にお手伝いをいただきます。宜しくお願い致

します。 

さて、本日は大変お忙しい中、国際ロータリー

第 2790地区ガバナーノミニーの寒郡茂樹様にお

越しいただいております。昨年度は鵜澤次年度ガ

バナーに卓話をお願いし、今後の地区の方向性や

ガバナーとしての考え方を拝聴し、私にとっては

クラブ計画書の作成や、クラブに求められている

課題などを参考とさせていただきました。本日の

卓話も今後のロータリー活動において必要となる

情報がたくさんあるかと思います。楽しみにして

おりますのでこの後の卓話をどうぞ宜しくお願い

致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.例会場及び時間の変更  

＊多古ロータリークラブ 

12月 27日（火）は休会となります。 

 

2.会報受領クラブ名  

 ＊銚子東ロータリークラブ 

  9月～11 月分 10 通が届いております。 

 

 ＊館山ロータリークラブ 

   7 月～11 月分 16通が届いております。 

   

3.週報礼状  

＊本日はございません。 

 

 

 

4.表彰 

 【米山功労者】 

  片岡 正勝様（8回目） 

 

  宇之沢文夫様（2回目） 

 

5.その他 

 ◇クリスマス会の出欠がまだの方は本日までと

なっておりますので宜しくお願い致します。 

 

 ◇来週の例会クリスマス会のため、点鐘 18：

30、場所はホテル日航成田となります。バス

を利用される方は 17：30匝瑳市商工会出発

となりますのでお間違えの無いよう宜しくお

願い致します。 

   

 

 

◇菱木智仁次年度会長より諸連絡がありました。 

 

 

 

 館山ロータリークラブ 水嶋陽子様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。館山ロータリークラブよりお

邪魔させて頂きました。前年度、ロータリー研修

委員長を務めさせていただきまして、鵜澤さんの

卓話の際にお邪魔させていただき本日で 2回目と

なります。次年度鵜澤ガバナー年度の D.E.I 推進

委員長を務めさせていただくことになりまして、

本日寒郡さんの D.E.I の卓話という事で一緒にお

聞かせ願えればということで参加させていただき

ました。どうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告  ・・・大久保要治副幹事 

委員会報告 

ビジター挨拶 
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卓話テーマ「D.E.I文化を培う」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。昨年もお邪魔させていただき

ましたが、私自身はこちらで 2 回目の卓話となり

ます。今年度の RI 会長はジェニファー・ジョー

ンズさんですが、ジェニファーさんがいくつか自

分の中でぜひ実施したいという事があります。そ

の一つが『D.E.I』です。『D.E.I』についてはビ

ジネス用語でもあり、ロータリーで理解するのが

大変だという事もありますので本日は私自身で資

料を作りましたので皆さんにお話をしたいと思い

ます。 

 

『D.E.I』のお話の前に来年、メルボルン国際大

会があるのをご存知でしょうか。 

5 月 27日にメルボルン市内の「Sofitel」という

ホテルの 35階において「千葉ナイト」を開催し

ます。参加者が少ないということでメルボルンへ

一緒に行くことになりました。ぜひ皆さんとお会

いできればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近のロータリーについての話を冒頭だけさせて

いただきたいと思います。最近の RI は地域化と

簡素化と複数年化ということで 3つの流れになっ

ています。地域化というのは、ガバナンス構造を

変えて SRFというロータリーの未来形成に関して

方針を出されていますが、言語や文化で一つの地

域を括るということで世界を 30～40 の地域に分

けるという考え方です。日本は日本だけで一つの

地域になると言われています。今米山記念奨学会

をオールジャパンで行っていますが、そのような

形でオールジャパンで一つの地域というような可

能性が非常に高いです。 

 

簡素化というのはロータリーは非常に経費がかか

っているようで規定審議会を世界大会で開催する

と 5 億円の経費がかかるそうでそれを無くしてい

こうという方向です。 

 

先ほどのオールジャパンで一つのリージョンを作

るというお話ですが、そのトップになる方は 3 年

任期になるという可能性があります。それを頭に

入れておいてもらって『D.E.I』のお話をさせて

いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『D.E.I』の文化を培う 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓 話 
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『ロータリーは、すべての人と尊厳と尊重をもっ

て接し、あらゆる人の声に耳が傾けられるように

し、親睦、奉仕、リーダーシップの公平な機会を

設けることに力を注いでいます。 

ロータリーの会員は、ロータリーが多様で、公平

で、インクルーシブな組織となることを望み、ま

たそうであるべきであると考えています。ロータ

リーは、開放的なコミュニケーションを育み、学

びあい、支えあうことのできる環境を作り出すこ

とに全力を傾けています。国によってロータリー

での体験は異なるかもしれませんが、不公平や偏

見を生み出す力関係、歴史、構造は世界中に存在

します。多様性、公平さ、インクルージョンは、

世界的に重要な問題です。』 

 

『D.E.I』をロータリーの中に置き換えると↓ 

―Diversity－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（見える多様性）性別、人種、身長、年齢、体格 

 

（見えない多様性）働き方、宗教、習慣、信念、 

         考え方、教育など 

         

表面的に見える部分と、見えない部分をクラブに

応用すると…「多様な職種が強み」 

「多様な世代が強み」 

「多様な人材が強み」 

それぞれのバックグラウンドをよく理解すべきで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強い組織になっていくには多様性を受け入れるべ

き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―Equity― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）①レストランの経営者だから昼の出席は厳

しいので夜間例会を増やしてみたらどう

か 

 

   ②出張が多い会員だからズームで参加がで

きるように機材を購入しようよ 

 

   ③英語でミーティングができるようなシス

テムができないかな 

 

   ④年齢が若い会員だけど委員長をお願いし

てみよう            など 
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―Inclusion― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様な人がただ集まれば良いというだけではな

く、多様な人がお互いに影響しあい一つの組織を

作っていくという事がインクルージョンの概念 

 

ロータリーに置き換えると↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・例会ではいつも同じ席に座っていませんか？ 

 

・例会で一言も会話をしないで帰る会員がいませ

んか？ 

 

・ベテランと若い会員のコミュニケーションはど

うでしょう？ 

 

・ゴルフなどの親睦活動は活発ですか？ 

 

・奉仕プロジェクト完了後の達成感を会員全員で

感じていますか？ 

 

・炉辺会議で会員同士のロータリー感を披露して

ください 

・生涯の友と呼べる会員に出会えましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分が大切にされているとすべての人が感じ、帰 

属意識を持てるようなインクルーシブな文化を築 

くことが大切です。それは、人間的な優しさが加 

わった「包容」という言葉が一番近いのではない 

でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RIは対外的なことも考えています。クラブの中 

で『D.E.I』を培うという事は周りから見ても 

「ロータリークラブはそういう組織なんだね」と 

いう事になれば一般の方々からも素晴らしい組織 

だという事がみてとれます。 

卓話は以上です。 

 

【質問コーナー】 

Q.自分がガバナーになってやりたいことは？ 

 

A.色々考えてはいますが、あまりにも色々なこと

があって一つ一つをクリアすべきかなと思って

います。この『D.E.I』の文化を培うという

事、これは本当に一生懸命やろうと思っていま

す。大それたことはやる予定はなく、委員会組

織を含めて多くの人が地区で携わっていらっし

ゃるので、非常にプロフェッショナルなかたが

多いのでその方たちとコミュニケーションしな

がらやっていきたいと思っています。 
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Q.当クラブでは年間 40 回ほどの例会数です。富

里ロータリークラブでは 40 代の会員が多いと

いう事ですが、夜間例会は多くやっているの

か？出席率を伸ばすために例会数は減らす、時

間帯をずらすというという事は考えています

か？新しいクラブで月に 2 回で夜間例会のみと

いうクラブがありますがこのような形態につい

て個人的な意見をお聞かせください。 

 

A.2013年でしょうか。例会数の緩和があり月に 2

回の例会でも良いとなりました。基本的な流れ

の中での話と世界の話に分けたいと思います

が、基本的な流れでは先輩方は例会が学ぶ場で

あり、例会を大切にしています。しかし若い方

が増えてきたので中々昼例会にでれない。4 回

のうち 2 回は夜間例会にしましょうとか、昼は

難しいので夜例会にしましょうというクラブが

あります。自分のクラブの話をさせていただき

ますと、非常に出席率が悪いです。その代わり

と言っては何ですが、ポリオのイベントは本当

に一生懸命やり、ガバナーからお褒めの言葉を

いただきました。私自身は、仕事柄海外にメー

キャップに行くこともありますが、世界的な考

え方としては出席率は重視していません。例え

ばドイツのポツダムというところのクラブです

が、私の取引先の方が出席委員長なのですが、

「出席委員長だから大変だ！」何が大変かと思

っていたら出席委員長だからみんなに連絡して

せめて 50％にしたいという事でした。私は日

本人なのでそれでよいのかと思いましたが、仕

事があるから仕方ないという考えでした。しか

し、ロータリーに対する思いや考え方は非常に

強いと感じました。しかし、例会はやはり大事

なのでガバナーノミニーという立場に立つと例

会が充実しているクラブは出席率も高く、元気

があるクラブです。月 4回やっているクラブも

出席率はそこそこ高いです。月に 2 回のクラブ

は出席率は非常に悪いです。私自身の考えです

が、若い人が入るとロータリーを理解してもら

うのに時間がかかります。ロータリーはどうい

うものか理解すると自然に出席率が良くなると

思っています。あくまでも私自身の考えです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒郡様、ありがとうございました。 

多様性ですとか包容ですとか、私は建設会社をし 

ているものですから、一つの建物を作るのに色々 

な会社を選び、チームを作って建物を建てます。 

今日、説明していただいたことは仕事に当てはめ 

るとわかりやすいという事でしたが、非常にわか 

りやすかったです。本日は本当にありがとうござ 

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇大塚 榮一君 昨日 2020-21 年漆原 G 年度ゴル

フコンペにて思わぬ優勝をして

しまいました 

◇小川不二夫君 寒郡 GN卓話ありがとうござい

ます 

◇林  咲江君 寒郡 GN卓話ありがとうござい

ます 

◇鈴木 英人君 寒郡 GNをお迎えして 

◇菱木 智仁君 事務局復活をお祝いして 

◇鵜澤 宜広君 我らのロータリーに 

◇梅原 佐一君 娘に第一子の女の子が無事産ま

れました 

        3 人目の孫です 

◇寒郡ガバナーノミニーよりいただいております 

 

２４，０００円 

累 計 ３２５，５００円 

 

 

 

 

ニコニコボックス報告 ・・・大久保要治 

親睦委員  

謝 辞 ・・・鈴木英人会長 
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◎出席免除者数 6 名 

 

〇点  鐘  鈴木 英人会長 

 

  お弁当   

 「ブリッジ」 

 

～例会の様子～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 会員総数 出席数 出席率％ 

本日 

12/13 

 

38名 

 

19名 

 

55.8％ 

前回 

12/6 

 

38名 

 

19名 

 

55.8％ 

出席状況報告  ・・・斎田 忠出席委員 
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第 8グループ 


